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Ｉ。はじめに

　今日、「大学設置基準の大綱化」をはじめと

する一連の大学改革の動きは、21世紀を間近に

控えて、これまでの大学教育のあり方について

様々な角度からの問い直しが求められている。

　こうした問い直しの動きは、保健体育科目に

あっても例外ではなく、戦後一般教育の中で、

必修という枠の中で安住してきた保健体育科目

への改革の動きはこれまでになく厳しい状況に

ある。とりわけ、保健体育においては、改革の

手始めとして、「大学教育における保健体育の

意味と価値をどう考えるか」を明らかにするこ

とが求められた。

　具体的な動きとしては、例えば、国大協1）は、

これまでの運動文化の習得中心の保健体育教育

を健康科学教育へという方向で試案を出してい

るし、筑波大学2）のように、生涯スポーツに向

けての自立的な人間の育成を志向し検討を進め

ている場合もある。

　ともあれ、今回の改革は、「基準の大綱化」

への対応のみではなく、保健体育科自体の問題

として避けて通ることのできない重大な事態と

なっている。

II.目的

　今回の「大綱化」に伴って、本教室での改革

の動きは、1990年度から「Ｐｈ検討委員会」

　（Ｐｈは保健体育科目の略称。以後はこれを用

いる。）を設けて、将来に向けての検討を重ね

てきた。改革の方向づけとしては、すでに全学

にさきがけて、教育課程検討委員会にそのモデ

ルプランを提示している。それは、図１のｅう

である。

　このモデルプランは、保健体育の目的を「生

涯にわたり、健康で文化的なスポーツ活動を営

める主体者形成を目指し、それに必要な教養、

実践的能力を、健康に関する科学やスポーツに

関する科学の成果を踏まえて保証していくこと」

とおさえている。いわば、「からだ」への関心

とコントロール能力という側面と運動を推進す

る原動力となる情動の面が健康・体力・運動文

化にかかわる実践を通して止揚されると考えて

いるのである。これは、「生活化、習慣化への

働きかけとそれに必要な場の提供」と「コミュ

ニケーションの場の提供」を通して進められ、

　「認識・運動・組織の各領域」の教授・学習過

程を通して実現されていく。これにより生涯に
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表１．標本数

２。調査方法

　今回の調査は、「ぱい」、「いいえ」、「ど

ちらでもない」の選択肢による質問と自由記述

によった。選択肢質問は、表２に記載した項目

であり、自由記述は①積極的に参加できたか、

①満足のいくものであったか、③受講後の全体

を通しての感想の３つであった。集計は、選択

肢については単純集計し、自由記述については

キーワードで分類を行った。分類方法としては

力一ドにキーワード化した語句をいくつかに分

けて転記、類別し、出現したキーワードの度数

を単純集計した。

　調査結果は、学年別、性別に分類しその度数

を果計してパーセントに換算した。

Ⅳ。結果と考察

１．『選択肢』について

　表２、図２に１．２年男女合計の結果を示し

た。学年、男女別にも集計したが、全体的には

ほぼ同じ傾向であったので、１．２年男女合計

を全体の代表値とした。

　表３の左に「ぱい」と答えた％の多かった順

にそれぞれ60％以上、40％以上、20％以上、20

％以下の４群に並べ変えた結果を示した。なお

各群の記載は％の高い順である。次に、「いい

え」と答えた％のものについて、５％以上、10

％以上、20％以上の３群に並べ変えると表３の

ようになった。各群の記載は％の低い順である。

　以上の結果を集約してみると、受講学生はＰ

ｈの必要性を認め、積極的に参加する状況にあ

り、友人ができたことや、授業を楽しみにして

いることがわかる。学年間で顕著な差が見られ
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　図1.愛知教育大学の保健体育科目に関する

　　　構想モデル

わたりスポーツを営む自主的な主体者形成が可

能になると考えている。

　しかしながら、こうした改革の方向づけは、

具体的な実践においては様々な問題が生じるこ

とが予想される。いいかえれば、学生がＰｈ実

技や理論を受講した結果、どのような場面で何

を受け止めたかを明らかにしながら、前記のモ

デルと対応させつつ、領域・種目・内容・方法

を構築していく必要がある。

　本研究は、このような観点から、モデルプラ

ン実践化の最初の検討として、体育実技に対す

るアンケート調査を行ったので、その分析結果

を報告する。

III.方法

１．調査対象おｅび標本

　調査対象は1991年度の本学Ｐｈ実技（１・２

年必修）を受講した学生であった。調査標本は、

再履修の３・４年生を除いた１・２年生合計16

94名の有効回答であった。表１に標本数の内訳

を示した。
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表２．調査結果の一覧

だのは、１年生男女の友人ができたと答えた者

の回答であった。

　茨城大学の保健体育調査3）によれば90％以上

の学生が「仲間との交流やふれあいを持てる機

会」として体育授業の意義を認めている。また、

80％以上の割合を示しだのは「気分転換をした

り、解放感を味わえる時間」「スポーツや運動

の楽しさ、爽快感が味わえる時間」「気晴らし、

息抜き、ストレスの解消」「日頃の運動不足を

解消する時間」と答えている。さらに「友人を

見つけられる機会」が80％弱、「チームや集団

の連帯感や協力の楽しさを知る機会」「積極的

に参加する楽しみな時間」が70％弱と報告して

いる。また、筑波大学体育センター4）によれば9

0％近くの受講生が「正課体育の必要性」を認

め、「実践的知識として不可欠」であるとの認

識を持っていた。さらに選択科目になったとし

ても80％弱の者が履修すると答え、60％以上の

者が４年間の授業開設を望んでいた。

　これらの報告と本研究の結果と比較すると、

図2. P h実技受講後の感想、見解、要望
　　　　(1.2年男女合計N=1694)
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表３．割合別に並べ換えた選択肢の一覧

履修制度、実施形態、質問項目およびその数値

に若干の差異がみられるが、ほぼ同様の傾向を

示していた。このｅうに本学学生もＰｈ実技の

授業の意義や必要性を肯定的に認めているとい

えよう。しかし、いずれの報告においても希望

した実技種目の履修や種目数の増についての要

望が多いことは一考を要する問題である。

　一方、本研究の結果では体力、健康、生活改

善についてはかなり低い評価がされ、運動や身

体に対する関心および文化への理解度について

も同様の傾向にあった。これらの事柄は、我々

が体育の授業において、国民的教養として位置

づけなければならないことであり、体育・スポ

ーツの目的、目標の基本的なコアとなるもので

あるにもかかわらず、低い評価しか得られなかっ

たことは、さらなる授業内容の工夫を必要とす

ることが示唆されるものである。これは大学の

教育目的全体と密接に連携して展開されるべき

ことは言うまでもない。さらに、学生の自主的

な課外スポーツ活動や学内の健康教育との総合

的なプログラムとの連携も今後の課題となると

ころである。将来的な展望に立って今後早急に

検討および具体的対策をたてなければならない

課題である。

２。『自由記述』について

　　その１「積極的参加」について

　Ｐｈ実技授業に積極的に参加できたか否かに

ついて、その理由を自由記述させ、キーワード

で類別､したところ、キーワード総数（度数:1437)

の82.4% (度数:1192)が肯定であり、16.8%

　（度数:245)が否定的意見であった。その内

訳を図３と図４に示した。この数値は、選択肢

回答における「積極的参加」の「はい」、「い

いえ」の回答数と同じ傾向を示していた。

　肯定的記述の内容については、「楽しい・お

もしろい・好きだ」といった総合視点での肯定

が35.5% (度数：５Ｕ）、好きな種目、新しい

種目を経験できて良かった、自分にあった種目

が選択できて良かったと「運動種目」について

の肯定が12.9% (度数:186)、指導内容、実

施方法等に関する項目「授業展開」が12.8%

　（度数:185)であった。

　否定的記述の内容については、積極的参加で

きなかった、欠席が多かった、遅刻が多かった

と自己を反省的にながめる項目「消極的参加」

が4.5％（度数:65）であり、選択した運動種

目について、希望の種目が選択できなかった、

２種目実施コースに関する種目間のアソバラン

ス等「運動種目」についての否定が3.0％（度

数:44）、次に2.5％（度数:36）の割合で、

１限目は嫌だ、朝早いのはつらい、４限目でや

る気をなくした等「開講方法」についての否定

的意見があった。Ｐｈ実技には、「楽しい・お

もしろい・好きだ」という総合的視点で積極的

に参加している。また、肯定、否定に影響を与

えると思われる「運動種目」のありかた、種目

の設定、種目の選択については今後検討を要す

ることがらであろう。

　　その２「満足度」について

　体育実技の授業を受けて「満足したか？」の

問いに対して、選択肢回答では、表２、図２の
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　　図3.積極的に参加できたか（肯定）

ように、「ぱい」56.2%、「どちらでもない」

33.8%、「いいえ」10.0％であったが、自由記

述の文言・キーワードを肯定的・否定的キーワ

ードに分けてまとめると図５と図６であった。

　肯定的意見はキーワード総数（度数:1420)

の62.3% (度数:884)、否定的意見は37.7%

　（度做:536)であった。

　肯定的意見の内容は、「楽しい・面白い・充

実」といった総合的視点に立ったキーワードが

最も多く22.0% (度数:312)、試合・ゲーム

図4.積極的に参加できたか（否定）

がたくさんできた、真剣に試合ができた、勝て

たので満足したなどの「試合・ゲーム」にかか

わる意見が9.4％（度数:133)であった。そし

て、指導の仕方がよかった、自主性を尊重する

授業だったので満足したといった「授業内容・

方法」の肯定的意見が6.8％（度做:95）、技

術が上達した、うまくいったなどの「技術」に

ついての肯定が5.6% (度数:80）、選択した

種目の満足が4.9% (度数:69）、「意欲的参

加」が4.4% (度数:62）であった。
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　否定的意見で最も多かったのは、「授業内容･

方法」の意見であり、その内容は指導がワンパ

ターン、工夫がない、クルーピンクを考えてほ

しいなどで7.7％（度数:112)であった。上達

しなかった、うまくできなかったなどの「技術」

に関する否定的意見が5.4% (度数:77）であっ

た。希望した種目ができなかった、多くの種目

がしたかったなど「運動種目」にかかわる否定

的意見が4.8% (度做:68）、「試合・ゲーム」

と「消極的参加」が4.2% (度数:59）と同数

であった。

　　「満足度」の自由記述をまとめてみると、

　「楽しい・面白い・充実」といった総括的感覚

で満足していること、その背景は「試合・ゲー

ム」の経験における真剣な取り組みといえそう

であるが、「指導内容・方法」にぱなお一層の

工夫・努力が求められていると考えられる。

　　その３「全体自由記述」について

　本調査について、全般的に感ずるところを自

由に記述させたものの集計が図７、図８であっ

た。自由記述に回答を寄せた学生は、1221名で

回答率は71.3%あり、自由記述としては高率回

答であった。集計は、前節の自由記述と同様に

キーワードにｅつて類別し、その頻度によった。

キーワード記述ののべ総数は、1727であり、１

人あたり1.41の回答であった。

　記述内容は、次の４点に大きく分類できた。

　１．Ｐｈ実技を肯定する記述（度数：　８０１）

　2. Ph実技を否定する記述（度数:　193)

　3.基本的見解（度数:　219)

　4.要望・意見に関すること（度数:　514)

　　「肯定的記述数」と「否定的記述数」を比較

すると、肯定数は否定数の4.1倍あり、前記選

択肢回答の数値（表２）・（図２）を支特する

ものであった。

　　「Ｐｈ実技を肯定する記述」の内容は、さら

に５項目に類別できた。ここでのキーワード記

述度数をみると、「①楽しくできた29.1% (度

数:289)」、「①リフレッシュ・体力の確認がで

きた27.7% (度数:275)」、「①指導内容・

教師像がよかった10.3％（度数:102）」、な

どが多数回答であった。続いて「①人間関係

　（友人）ができた」とする者が9.7％（度数：９

６）あり、これらは、大学生活においてＰｈ実

技が有効な役割を果たしていると推察できよう。

なお、先の選択肢回答では、「健康改善ができ

た」とする者は少なかったが、ここでの自由記

述では、「リフレッシュ・運動不足解消・気分

転換ができた」とする者は多く、検者側からす

れば、これらの回答は「健康改善」と考えるが、

回答者との受止めの違いを感じさせるものであっ

た。
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　　「Ｐｈ実技を否定する記述」の内容は、さら

に６項目に類別できた。その中、最も多数あっ

たキーワードは、「①もの足らない・つまらな

い・マンネリ」で5.9％（度数:59）であった。

この数値は、全回答者数の4.8％であり、少数

意見と見なせｅう。

　　「基本的見解」の内容は、さらに６項目に類

別できた。この中、多数回答は、「①Ｐｈ実技

の時間増を期待」するものであった。この数は

21.6% (度数:158）あり、「実技の通年開講

や週２回開講、３・４年生での開講」などが含

まれ、前述のＰｈを否定する記述とは対極する

見解であった。

　　「要望・意見に関すること」の内容は、さら

に６項目に類別できた。この中、多数回答は、

　「①種目・コース分け」に関する要望38.6%

　（度数:283)であり、この中、「種目選択肢

を多くして」との要望が多く35.5％（度数:26

0）あった。本学での体育実技の授業は、現在、

14種目が開設され、この中には、「競技的なス

ポーツ／レクリェーショナルな軽スポーツ／エ

アロビクス／体力作りを目指したコース」など

多様な種目がある。しかし、１人の学生にとっ

ては、自分が受講できる曜日・時限は指定され

ており、時間枠によっては、２コース分の授業

しか開設されず、二者択一のコース選択になる

者もいる。また、現行の時間割では、５種類の

コースを開設できる枠もあるが、それとて、多

様な要望を持つ学生の二－ズに答えていないこ

とが示唆された。また、「①指導内容・方法に

関する要望」も多く13.2% (度数:97）あり、

これらの要望は、指導者側として授業内容の点

検を促すものであろう。

Ｖ。まとめ

　本学学生、全１・２年生(1694名）を対象に

して、Ｐｈ実技についてアンケート調査をし、

次のようなまとめを得た。

　①総括して、本学のＰｈ実技は、好意的にと

らえられており、「Ｐｈは必要（80.8％）、積

極的に参加できた(74.8%)、友人ができた

　(64.7%)」などの回答率が高かったが、「身

体運動に関する文化への理解度（8.8％）、体

力の向上（8.9％）」などの回答率は低かった。

　①受講後の感想では、「授業を楽しく受けら

れた」とする者が多く、運動実践では、「運動

不足」や「リフレッシュできた」とする者が多

かった。

　③今後の意見・要望として、開設種目の選択

種目の増設やＰｈ実技期間（週当たりの頻度、

通年開講、３・４年生での開講）の増を望む件

数が多くあった。

　④以上のアンケート結果ｅり現行のＰｈ実技

は、大方、支持されているとみなせるが、先に

提示したモデルプランに照らすと、「運動領域」

を満たし「コミュニケーションの場の保証」は

なされているものの、「認識領域」「生活化・

習慣化への働きかけと、それに必要な場の保証」

については、一考を要することが示唆された。
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資料1

自由記述のキーワード内訳一覧
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